
6年 配当時間
13時間暮らしの中の政治①　� 学習指導要領

内容（2）ア・イ

1.単元の目標と単元構成

目
　
　
標

・身近な暮らしとのかかわりの中から，国の政治のはたらきについて関心をも

　ち，日本国憲法と政治のはたらきの関連について調べることができるように

　する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

・身近な暮らしの問題についての調査結果や資料をもとにして，国民生活を向

　上させるための政治や憲法の役割を考えることができるようにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 

・新聞，テレビ，インターネットなどから目的に応じた情報を収集・選択し，

　学習に活用したり，調べた過程や結果を効果的な方法で表現することができる

　ようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

 

○国民生活には地方公共団体や国の政治が反映していること，わが国の政治は

　日本国憲法の基本的な考えに基づいていることを理解させる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�  

まちの公共施設を調べ

よう　　　　【1時間】�

 

（1）身近な暮らしと政治

　　　　　　【5時間】

①安全で安心な放課後に

②子どもは未来への希望

③だれもが住みよいまち

　を目ざして

④みんなの願いを実現さ

　せるために

⑤税金のはたらきとわた

　したちの暮らし

（2）憲法とわたしたちの暮らし

　　　　　　　　　【7時間】

①ニュースから政治を調べよう

②国の主人公は国民

③すべての人が幸せに生きる

④平和を守る

⑤国の政治のしくみ

⑥政治のしくみと国民の参加

⑦政治への参加について話し合

　おう



２．指導計画作成上の工夫と留意点

（１）立場の転換を図る
　本単元にかかわる内容は，旧学習指導要
領からは変更がない。ただし，学習指導要
領「第３　指導計画の作成と内容の取扱
い」で，体験活動や表現活動を一層充実さ
せることが記されていることから，身近な
公共施設やニュースなど，児童が自ら調べ，
具体的な内容から学習を構成することが大
切である。具体的な事実からの学習は，児
童の暮らしを通して政治や憲法との関係を
とらえ，自らとのかかわりをとらえ，考え
ることになる。自ら思考し，判断すること
が個々の児童に「社会的な見方や考え方」
を養うことにつながる。�
（２）公民的資質の育成のために�
　小学校最終学年の政治学習単元である。
中学校公民分野において，さらに詳しい学
習がなされるので，小学校段階で「公民的
資質」が完成するわけではないが，地方自
治や国の政治制度や政治の仕組みを個別の
事実としてとしてとらえるだけでなく，あ
る程度一般化した制度と考えさせたい。具
体的な事実から学習を組み立てることが，
児童の発達段階や興味関心から考えても当
然のことではあるが，地域住民や国民の共
通する願いを実現する政治制度としてとら
えさせ，国の主人公（国民主権）として成
長するように考えさせることが求められる。
（３）公共施設の教材化のために�
　中学年の地域学習で，地域の公共施設を
訪ねる学習活動がなされており，この段階
では，公共施設の利用者としてのかかわり
の学習を多くしている。本単元では，公共
施設の使い良さ，便利さに共通する人々の
願いを実現する政治とのつながりを考える
ことができるようにする。�
　バリアフリーをはじめとした「共生」を
キーワードとした施設づくりは，多くの施
設で進められているので，児童の観察調査
によって発見することは容易である。発見
した事実に共通する「なぜ」を考えさせる
ことによって，人々の願いを集約し，それ
を実現する行政や立法の制度や仕組みを考
えさせる。また，自らの願いを実現しよう
とした地域住民などの意見も調査できると，
政治とのかかわりがより身近なものとなる。
最近の公共施設の運営には，こうした願い
を実現させたり，かかわったりした人々が

携わっていることも多い。社会参加の観点
からも大切な動きであり，こうしたことが
学習できる公共施設の教材化を図りたい。
（４）学習と憲法を結ぶ�
　憲法学習では，「国民主権」「基本的人
権の尊重」「平和主義」の三原則を学習す
るが，できるだけ児童に身近で具体的な事
実から学習を進める。ニュースがその一つ
の切り口であるが，ニュース集めは，短期
間で実践することは難しい。インターネッ
トなどの活用も望ましいが，検索するため
には，キーワードを知識として身につけて
いる必要がある。「国民主権」「基本的人権
の尊重」「平和主義」を教えて，検索するだ
けでは学習としてふさわしくない。学習の
時期を考えて，一定の期間をかけて，ニュー
スを調べ発表させ，児童に十分な資料を集
めさせておくと，自ら調べ考える学習とな
る。
�また，修学旅行や移動教室等での学校行
事，自治体による施策など，人権・平和を
考える取り組みがあれば，それを入り口と
することもできる。たとえば，広島・長崎，
東京への修学旅行，沖縄県の「慰霊の日」
（６月２３日），東京都の「平和の日」（３月
１０日），人権週間など様々な取り組みが
あり，学習の機会がある。これらの学習機会
を，憲法の学習につなげる学習を構想する。
（５）社会参加をめざして�
　裁判員制度に見られるように，国民の社
会参加（政治参加）が，新しい「公共」を
考える視点の一つとなっている。
　小学校６年生で社会参加を考えることは難
しいことであるが，学習場面で考えれば，グ
ループでの討論も限定された「小さな社会」
での社会参加といえる。グループを構成する
友達の意見を聞く，違いのある意見をまとめ
るという行為は，利害の対立を調整すること
であり，「小さな社会」での社会参加である。
公共施設建設の願いを聞きとりまとめるこ
と，投票行動のあり方を話し合うこと，裁
判所や国会の見学をすることなどは，児童
の社会参加の行動を，学校教育として再構
成したことである。制度として始まってい
る裁判員裁判や住民投票などを知識として
知るだけではなく，見学する，討論すると
いった学習方法の工夫によって，社会参加
を促すことができるように学習を構成する。



３．展開例

つ
か
む

調
べ
る

過
程 ねらい 主な学習活動と内容 □留意点  ●学習資料  〈　〉評価

◆ニュースを調
べて意見や感想
を話し合い，社
会の動きに関心
をもち，政治と
暮らしのかかわ
りについて学習
課題を設定でき
る。（１）　　�

◆国民主権につ
いて，その意味
や具体的な内容
を調べ，国民が
政治を決める権
利をもっている
ことを理解でき
る。　（１）�

◆基本的人権に
ついて，その意
味や具体的な内
容を調べ，すべ
ての人の基本的
な人権が守られ
る社会になって
いるか考えるこ
とができる。　
（１）�

①新聞やインターネットなど
から，関心をもったニュース
を集め，日本国憲法との関係
を考える。
・ニュースを集める。
・政治のつながりを考えて，分類する。
・共通していることなどを話し合う。
・学習課題を考える。 

②国民主権の具体的な例とし
て，選挙での投票の重要性を
話し合う。国民主権と天皇の
関係を考える。
・国政選挙の投票率から考える。
・集めたニュースから関連す
　ることを紹介する。
・「住民投票」のコラムを読
　んで，身近な問題を話し合う。
・天皇の国事行為や国民の祝
日を知る。 
③基本的な人権とはどのような
ものであるかを調べ，集めたニ
ュースから関連する内容を紹介
する。教科書を参考に，人権を
保障する社会の実現を進めてい
る事例や努力を話し合う。
・「安心」「人間らしさ」「豊
　か」のキーワードで基本的
　人権の内容を考える。
・教科書の「国民の権利と義務」を
　使い，その具体的な例をあげる。
・人権侵害の回復，「共生」の具体
　例を示し，人権が保障される社
　会の実現について話し合う。 

□ＮＩＥ，新聞を利用することがより
よいが，そのためには，一定の期間を
とって，児童が資料を十分に集められ
るようにすることが必要である。
□インターネットを利用するときは，検索キ
ーワードを学習する必要があるので，教科書
の中からキーワードを見つけるようにする。
●１週間分の新聞，新聞縮刷版
〈ニュースに関心をもち，政治と暮
らしのかかわりについて学習課題を設
定している。〉【関・意・態】
□国政選挙，地方選挙が直近にあれば，
それを教材とすることができる。
□教科書のイラストも利用して，国
政，地方選挙だけでなく，最高裁判
所裁判官の国民審査，国民投票のし
くみも紹介する。
〈国民主権を行使する方法として選挙権
があることを理解している。〉
【知・理】

□基本的人権の学習は，具体的な事
例や身近な問題をもとに考えないと，
抽象的なことばの記憶になる。児童
が集めたニュースだけでなく，児童
に考えさせることができる具体例を
用意する。
●「共生」を考えることのできる具体例
（バリアフリー，協働する職場など）
●教育権と教育義務の関係（公立高
校授業料無償化など）
〈基本的人権の意味や具体的な内容を
もとに，基本的人権が守られる社会に
なっているか考え，表現している。〉
【思・判・表】
 

（２）憲法とわたしたちの暮らし【７時間】�   

中単元の目標　

・日本国憲法の基本的な原則と自分たちの暮らしのかかわりについて，具体的な事例をも

　とに理解させる。

・国会・内閣・裁判所のはたらきと国民のかかわりを理解させるとともに，国民の社会　

　（政治）参加の意義を考えさせる。

・国の政治のよりどころである日本国憲法の精神を理解させるとともに，社会を構成する

　一員としての自覚をもつことができるようにする。�        



ま
と
め
る

調
べ
る

◆平和主義につ
いて，その意味
や具体的な内容
を調べ，歴史学
習や既習事項を
ふり返りながら，
平和を実現する
ための努力や取
り組みの大切さ
を考えることが
できる。（１）�

◆国会，内閣，
裁判所のそれぞ
れのしくみを調
べ，それぞれが
どのようなはた
らきをしている
のかが分かる。
（１）�

◆三権分立のし
くみを調べ，そ
の役割が分かる
とともに，国民
の政治参加の大
切さを考えるこ
とができる。
（１）�

◆政治と暮らし
のつながりに関
心をもって話し
合い，政治に参
加する意義を考
えることができ
る。（１）�

④歴史学習や既習事項をふり
返り，憲法の平和の記述の理
由を考える。平和な世界を実
現する取り組みを知り，話し
合う。
・歴史学習，修学旅行，特別
　活動などで学習した平和へ
　の取り組みを発表し，考え
　たことを話し合う。
・「平和憲法」といわれる憲法の
　記述を読み合い，話し合う。
・国，地方自治体の平和施策，
　様々な人々の平和への取り組
　みから，平和への努力を知る。 
⑤通常国会で何が審議されて
いるのかを，予算案を例にし
て考える。予算案を提出した
内閣の役割を知る。裁判を受
けるしくみを知る。
・国会が開催されている時期
　であり，新聞等の記事をも
　とに国会の役割を考える。
・内閣の分担を，学校予算を
　例にして考える。
・三審制のしくみを知る。 

⑥立法，行政，司法の三権分立
のしくみを，具体例をもとに考
える。裁判員制度など，新しい
政治参加の意義を話し合う。
・選挙区定数訴訟などの具体
　例をもとに，三権分立の良
　さを話し合う。
・裁判員に参加した感想等で
　政治参加の意義を話し合う。
⑦投票率の変化のグラフや投
票に対する意識をもとに話し
合う。選挙は政治参加の一つ
であり，政治と暮らしのつな
がりを生かすことであること
を話し合う。
・投票率のグラフや投票に対
　する意識をもとに，自分の
　意見を話す。　
・投票の大切さを話し合う。

□歴史学習や修学旅行等で平和
学習を進めたり，学習したりし
たことから学習を進める。
□既習事項がない場合は，平和
への思いを感じさせる取り組み
を紹介し，考えさせる。
●既習事項の資料　　　
●平和記念式典や平和に関する記念碑
●非核宣言，平和宣言など身近
な地域の資料
〈平和主義の意味や平和を実現
するための努力や取り組みの大
切さについて考え，話し合って
いる。〉 【思・判・表】
□制度の説明だけでは児童は理
解できない。通常国会開期中の
学習であるので，ニュースを生
かす。
□国権の最高機関である国会を
中心に学習する。
●予算審議の新聞記事　　
●予算の重点などをまとめた資
料（新聞，文科省ＨＰなど）
〈国会，内閣，裁判所のしくみ
やはたらきを理解している。〉
【知・理】   
□教科書のイラストの内容を教
えるだけでは意義は分かりにく
いので，具体的な事例で学習を
進める。
●選挙区定数訴訟の新聞記事
●裁判員に参加した人の感想
〈三権分立の意義をとらえ，政
治参加の大切さについて考えて
いる。〉 【思・判・表】
□年代別の投票率や外国の投票
率などと比較しながら，日本の
現状を考えさせる。
●年代別投票率　　
●罰則のあるオーストラリアを
はじめとしたいくつかの国の投
票率
〈政治と暮らしのつながりを話
し合い，政治に参加する意義を
考えている。〉【思・判・表】  
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